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【研究の背景と目的】本学の「急性期看護学実習」では、学生は周手術期にある患者を受け持ち、３週
間の実習を行う。手術を受ける患者やその家族は、身体的・心理的な危機状態に直面しており、学生は
患者や家族との関わりに緊張や不安を抱く傾向がある。しかし何らかのきっかけで患者の役に立てると
いう思いが芽生えると、今までと違った行動を示し積極的に患者のベッドサイドに足を運ぶようになる。
また、学生は手術患者の急激な状態変化についていけず戸惑いを感じることが多いが、何らかのきっか
けで患者の状況についての理解が進むと、生き生きと患者の看護とは何かを考え始める。このような変
化は、学生が既習の知識・技術を統合し患者理解をすすめた結果生じるだけのものではなく、自らの感
情や価値観が変化するような出来事に遭遇しその意味に気付いていく中で生じてくる変化であると考
える。また、このような変化は、学生の臨床知の獲得や看護観の形成、さらには職業的アイデンティテ
ィの確立に寄与しているとも考えられる。現在、医療の複雑化、高度化などを背景に、看護師養成機関
には高い看護実践力をもつ看護師の育成が求められており、看護基礎教育における臨床実習のあり方が
ますます問われている。高い実践力を持つ看護師を育成する為には、学生が臨床の看護に触れながら自
らの力で看護への気付きを深め、看護の魅力を感じられるような実習展開が重要になる。そこで本研究
では、学生にとって課題の大きい急性期看護学実習に焦点を当て、学生の「看護への気付き」とそれを
促した「きっかけ」を明らかにし、今後の実習指導のあり方を探るための資料とすることを目的とした。 
【方法】1．対象者：本学看護学部の 4 年生で成人急性期実習を経験した者 2．調査期間：2011 年 11
月～2012年 1月 3．調査方法：半構成的面接調査、4．用語の定義：本研究では「看護への気付き」を
「急性期看護学実習における学生の看護に対する思いや態度の変化」とし、「きっかけ」を「急性期看
護学実習において学生の看護への気付きを促した体験・状況・人物・環境」とする 5．分析方法：質的
帰納的分析 6．倫理的配慮：対象者に対し研究趣旨を口頭・文書で説明した。また、研究への協力は自
由意志であり、一度承諾をしても拒否ができること、協力の有無は成積に一切関係しないこと、匿名性・
プライバシー厳守を保証した。また、調査は成績判定後とし成績に一切影響しないことも説明した。 
【結果と考察】今回は第一報として、急性期看護学実習で看護への気付きを促した「きっかけ」に焦点
をあて報告する。なお、データは 4 月末現在分析中である為、今回の報告は途中経過となる。1．対象
者の概要：約 100名の 4年生を対象に口頭と書面で研究協力を依頼し 18名の対象者が得られた。対象
者の性別は女性 16名、男性 2名である。また、18名の対象者が急性期実習で受け持った患者人数は 1
～3名で、1名 11人、2名 6人、3名 1人であった。面接時間は 10分～63分で一人の平均面接時間は
約 37 分であった。２．急性期看護学実習で看護への気付きを促した「きっかけ」：「きっかけ」は『他
者の助言を受ける』『他者からの支持的態度』『実践知に触れる』『変化に気付く』『人間の生命力・回復
力を実感する』『患者の思いに触れる』『他者からの言語的働きかけ』『患者・家族との関係の変化』『患
者の反応・行動を理解したいという思い』『自己の客観的評価』の 10のカテゴリーに分類された。なか
でも『実践知に触れる』『人間の生命力・回復力を実感する』のカテゴリーの頻度が多かったことから、
実習では学生が臨床知に触れ様々なことを体験する機会や環境を積極的に作りだすことが看護への気
付きを促し、実践力のある看護師を育成する上で重要であることの示唆が得られた。 
【発表状況】第 35回日本看護科学学会学術集会で発表予定である。 
